










➢ 四国内でフードテックに取り組む企業を調査し、２３社に対しヒアリングを実施。
➢ うち２０社の取り組みを「四国４県 フードテック事例集」として取りまとめ。

２ー(１)．フードテックに係る基礎調査及び事例集作成
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セミナー会場風景

＜セミナー・展示会＞
➢ 令和７年１月にフードテックの普及啓発セミナーを開催。フードテックに係る分野でご活躍の

専門家や企業の方にご登壇いただき、フードテックに関わる動向や取り組みについて紹介。
➢ 四国地域の企業の先進的な取り組みを展示する「四国フードテック展示会」を同時開催。

＜技術マッチング＞
➢ 事業化や販路拡大を目指す企業に対し、専門家を活用した技術マッチングを実施。
➢ 農業協同組合からの試験依頼や、大手香辛料メーカーとの業務提携に向けた動き等が生まれた。

２ー(２)．フードテックセミナー・展示会の開催、技術マッチング支援

展示会 会場風景
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➢ 環境問題やフードロス、ＳＤＧｓ等の社会課題に高い関心を持つ若年層（大学
生）に対し意識調査を実施。

➢ 四国内企業の先端技術や取組を大学生等へ周知することで、フードテックへの意
識高揚や、地元企業の優れた技術を知る機会となり、将来的に四国内で就職する
若者の創出につなげることを目指す。

２ー(３)．フードテックの社会受容性向上に向けた活動

団体名 活動内容

香川大学学生ESD
プロジェクトSteeeP
（ステップ）

地球温暖化や環境問題、食品ロス問題について取り組んでい
る学生のプロジェクトチーム。
全世代の方を対象に、さまざまなイベントを主催・共催・協
力している。
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講義前後のアンケート調査

➢ 学生がフードテック分野に対し体系的な知識を有していないことが考えられたた
め、基礎的知識醸成のための講義を行い、講義前後での意識変化をアンケートに
より測定するとともに、フードテック食品の試食及び購買意識の調査を実施。

➢ フードテック取組企業を訪問し、学生が主体的に取り組み状況の聞き取りを行っ
た。

２ー(３)．フードテックの社会受容性向上に向けた活動
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